
 

 

 

 

 

 

 

ベストマッチ®『切り花用 511』は、化成肥料と、４種類の被覆肥料を組み合わせ、元肥 

として一回施用するだけで、切り花の栽培終了まで肥効が持続します。また、窒素・りん酸・ 

加里の他に 苦土、ほう素成分も配合し、切り花の生育に適した設計となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特長 
切り花の生育に適するように設計した切り花専用肥料です。 
初期は少なめ、中期から後期にかけて充分な肥料が切れ目なく必要な切り花の生育に合わせ、 

化成肥料と、４種類の被覆肥料を配合して設計した切り花専用の肥料です。 

窒素、りん酸、加里の他に、苦土、ほう素成分も配合しています。元肥として１回施用するだけで、 

開花期まで肥効が安定して持続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

施用量・施用方法 
施用量は地力や作物により異なりますが、１４０～１８０ｋｇ/１０ａ（窒素成分量で２１～２７ｋｇ/１０a） 

が標準です。元肥施用時に全量を全層で施用してください。土壌改良材は通常通り施用してください。  

 

 切り花用 511 

15-11-11-Mg1.5-B0.1 

181030HKASGK 

ベストマッチ®
 

 

N 

窒素（化成） 0.9 kg 

窒素（被覆） 2.1 kg 

P りん酸（化成+被覆） 2.2 kg 

K 加里（化成+被覆） 2.2 kg 

Mg 苦土（化成+被覆） 0.3 kg 

B ほう素（化成） 0.02 kg 
 

（１袋２０kgあたり） 

肥
効 

初期に効く 

化成肥料・ 

有機化成肥料 

初期に効く 

被覆尿素 

生育期間中に 

効く被覆苦土 

生育期間中に効く 

被覆化成 

生育中期～後期に 

効く被覆尿素 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 ４月 春施肥： 

ベストマッチ®切り花用 511の肥効イメージ 

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 １０月 秋施肥： 


